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ABSTRACT 
Takefu City, a small inland city built in the ancient era , is located 10 km south of Fukui City. 
Cutlery produced in Takefu is called 'Echizen cast-iron cutlery.' It is a famous but local tradiｭ
tional industrial product which appeared about 700 years ago. In the Meiji era , Takefu was one 
of the most productive districts of cutlery, and the name of Echizen sickles meant the most 
excellent sickles. However, the production has decreased to be of a very small amount. A new 
strategy is necessary to rebuild the cutlery manufacturing industry in Takefu. This paper 
proposes possible strategies for future development of Echizen smithery on the basis of the 
results of our field research. 
Our survey recognized a clear spatial segregation with respect to four cutleryｭ
manufacturing groups. They differ from each other in kind of products, management policies, 
and part of the manufacturing process: 
( 1 ) くSickle-Smith in the central built-up area> Excellent craftsmen keep on doing traditional 
work. Several of them are designated as traditional technologists by the Government of ]apan. 
There are so many kinds of shape and function of sickles. To meet varied orders from their 
clients, usually master smiths work independently in their own small factories attached to their 
homes in the central built-up area. They produce many types but only a small number of items 
by hand labor. Most of their ages are over sixty. 
(2) くSharpeners in the central built-up area> Sharpeners take charge of the final step in the 
cutlery-manufacturing process. They undertake entire orders from cutlery wholesalers. This 
means that sharpeners are absolutely dependent on wholesalers. Sharpening generates no serious 
noise, so that their factories can remain in the old built-up area. However, sharpening is very 
hard and has high probabi1ities of causing pneumoconiosis. Most sharpeners do not like to pass 
on their work to their children. Generally their business is small-scaled. 
(3) <Knife-Manufacturers in Ikenokami Industrial Park> When the industrial park was develｭ
oped in the southern suburbs of Takefu in 1976, the manufacturers who wanted to expand their 
business moved there. Some of them hire relatively many employees and try to establish 
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mechanized mass production. Major products are kitchen knives made of stainless steel. 
(4) <Craftsmen in Takefu Knife Village) Young craftsmen established their joint-workshop in 
the eastern suburbs of Takefu in 1993. They had only limited capital to invest. Sharing spaces 
and equipment helps their efficient cooperation. They try to create new cutlery which have 
functional designs suitable to modern living, while keeping the traditional cast-iron cutlery. 
A detailed examination of their production activities clarifies three possible strategies for 
future development of Echizen cutlery smithery: 
(a) To keep the "Echizen cast-iron cutlery" brand as the local traditional handcraft, 
(b) To shift to the popular low-priced "Echizen cutlery" brand produced through a mechanized 
manufacturing system, 
(c) To obtain fame of the "Takefu Knife Village" brand as modern and functional utensils. 
The four manufacturing groups have their own management strategies. This might give 
"Echizen cast-iron cutlery" a multi-faceted image. The most important is that Echizen ironｭ
cutlery smithery could be continued in the future , even if it would be transformed by itself, that 
is, it would change its major production items and traditional manufacturing process. The urgent 
tasks are (i) development of national and international markets and extensive research of 
consumers' preferences. This requires close cooperation among smiths, sharpeners, manufacｭ
turers, wholesalers, and municipal corporations of Takefu City and Fukui Prefecture, and (ii) 
institutional and systematic training of young craftsmen who will be the successors of Echizen 
smithery. 
1 .はじめに
1.研究の目的
武生市の越前打刃物業は、明治時代には鎌や包丁の刃物産地として全国第 l 位の生産量1)を誇って
いた。しかし、近年、機械化の進行によって農作業用鎌の需要は激減し、生活様式の変化から庖丁の
使用頻度すら下がってきている。こつした時代の変化に加え、機械イじの導入によって大量生産体制の
確立した少数の刃物産地に押される形で、全国的な競合の面からも、越前打刃物は次第にその地位を
低下させてきた。
近年の地場産業は、急速な商業形態の変化や国際的な経済情勢の動向とも無縁ではいられない。し
たがって、大型小売店の成長による流通構造の変化が与える影響を検討した大津 (1996) 2)や、円高と国
際化の潮流のなかで地場産業の活動をとらえようとした富樫 (1996) 3)のような研究がでてきている。
また、日本各地の地場産業に共通する重要課題である後継者確保の問題をとりあげた研究も多い。た
とえば、須山 (1996) は、富山県井浪町の木彫業をとりあげ、熟年技能者の再生産システムの分析を通
じて、若手労働者の増加条件を検討しているぺまた、関 (1996) は、職人の技術向上の条件を整備する
ことが地場産業の空洞化を阻止する不可欠の方策であると述べている 5)。
刃物産地についての従来の研究では、全国有数の産地である播州三木をとりあげた山口 (1964) 6)や
同じく新潟県三条についての土田 (1971) 7)のように、産地の発展過程とその要因を分析したものが比
較的多かった。これに対し、本研究が対象とする越前打刃物業は、ここ半世紀ほどをみる限り衰退過
程をたどっている。この武生産地を対象とした既往の研究には、青山 (1991) 8)や坂)11 (1980) 9)がある。
青山は、越前打刃物の成立以降の産地の変容過程を明らかにするとともに、そうした変容の原因を探
っている。これに対し、坂川は、打刃物販売業者に焦点をあて、彼らの活動と刃物製造業者の関係を
考察している。従来の打刃物産業に関する研究では、衰退産地を対象とすること自体少なかった。ま
た、製造工程、生産体制、製品特質などの相違から一つの産地内部でも生産集団が分化するケースが
あることを詳細に提示した研究も多くはない。しかしながら、地場産業の存続や復興のためのさまぎ
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まな方策を考えるうえでは、こうした生産集団の活動特性の相違を十分把握しておく必要がある。
本研究の目的は、現在の越前打刃物業の実態を調査・分析することによって、近年の衰退の要因を
探るとともに、それらをどのように克服して将来の発展に結びつけうるか検討することにある。とり
わけ、①武生産地内部における生産集団の分化、②各生産集団による空間的立地や生産品目、生産体
制の相違、③越前打刃物の存続・発展のための課題と戦略、の三点に焦点をおく。
2 . 研究対象地域の概要と調査方法
越前打刃物の産地である武生市は、福井県のほぽ中央部、福井平野の南端、日野川沿いの武生盆地
に位置する商業都市である。古代の越前国府の所在地とされ、明治期以前は府中と呼ばれていた。中
世には、守護代甲斐氏、近世には福井藩家老本多氏の舘が置かれ、北陸街道の宿場を兼ね、嶺北地方
南部(南越地方)にかなりの広きの商圏を持っていた。武生市域の中央部を日野川が北流し、その西
岸の市街地には旧国道 8 号線と JR北陸本線が、また東岸の郊外部には北陸自動車道及び国道 8 号線
が南北に走っている。武生の市街地は、これらの幹線に沿って拡大しつつある。武生市は、県内35市
町村中、第 2 位の人口規模(平成 7 年 (1995) 現在、 71 ， 110人) 10)の都市として、南越地方の経済・文化
の中心、となっている。
平成 7 年 (1995) の工業統計11)で「利器工匠具・手道具・農器具」に分類きれている打刃物業をみてみ
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注) 出典ー通商産業省調査統計部『平成 5 年工業統計』および rRtH日 54年工業統計』
第|図 府県別刃物製品出荷額と事業所数の推移
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ると、福井県全体の事業所の86.8%、製造品出荷額の96.6% を武生市が占めている。武生が福井県を
代表する打刃物産地であることがわかる。しかしながら、打刃物の出荷額は、武生市の工業出荷額の
0.2% (90 ， 462万円)と極めてわずかである。
きて、全国の刃物産地のなかでは、越前打刃物はどのような位置を占めているであろうか。かつて
は日本各地に刃物産地があったが、現在では、主だった産地はかなり少数に絞られてきている 1九これ
らの主要産地を含む 7 都府県別に、平成 5 年 (1993) の刃物関連の製造品出荷額と事業所数を第 l 図に
示す13)。この図から、岐阜および兵庫・新潟の寡占傾向が際だつていることが読みとれる。 3 県のうち
岐阜・新潟は、出荷額を増加きせている。こうした全国的な刃物の製造状況のなかでみると、福井県、
つまり武生の越前打刃物がきわめて小規模であることは明らかである。
前述したように、越前打刃物業は、かつては全国有数の産地として隆盛を誇ったこともある伝統産
業である。にもかからわず、現在では衰退・沈滞の様相を呈している。この原因の析出と復活のため
の方策探求とが、本稿のテーマである。
本研究では、現地調査に先立つて、職業別電話帳川と越前打刃物協同組合の組合員名簿1
打刃物製造業者をリストアツプした。平成 9 年 (1997) 10月現在、操業中の49事業所のうち、 38軒で聞
き取り調査を実施することができた。聞き取り調査に際しては、対象とした全事業所から、製造品目、
事業主の年齢、従業員構成等の基本項目について回答を得た。また、より詳細な聞き取りが可能であ
った事業所からは、材料の種類、生産体制、後継者問題、価格問題などの項目についての情報も得る
ことができた。
3. 越前打刃物の歴史的展開
越前打刃物業の現況を検討する前に、まず、その成立と発展の歴史的過程について、簡単に整理し
ておく。
越前打刃物の起源は、南北朝時代 (14世紀)に万鍛冶の千代鶴田安が、京都から武生に移り住み、
在郷の職人たちにその技術を教えるかたわら、鎌を打ったことに始まると伝えられている 1へその後、
戦乱の世がおさまってくると、万の需要が減少したため、万鍛冶職人は、鎌など農作業用の打刃物の
製造にしだいに比重を移していったのではないかと考えられている 17)。
江戸時代には、越前打刃物の名称は、優れた鎌の代名詞として全国に知られていた。しかし、江戸
時代初期までは、越前国以外ではそれほど大量に販売きれることはなかったようである。越前鎌の生
産量が全国一になり、広〈各地に販売されるようになったのは、江戸時代中期以降である。このころ
までは、鍛冶職人による直接販売の他、行商人や漆かき職人18)によって、打刃物の販売が行われてい
た。専門的な鎌問屋商人が成立したのは、明和・安永の頃 (18世紀後半)と推定きれている問。その
後、天保期 (19世紀前半)には、販売卸商人の結成した「御産地打物他国運送仲間」が、藩から認可
を受けた 20)。問屋は、販売の過当競争を回避するために、藩から得意先の指定を受けるだけでなく、藩
の直扱いのお墨付きを得て、西国方面をはじめ全国へも販路を拡大していった 21)。こうして、武生は、
三条(新潟)、堺(大阪)、三木(兵庫)などと並んで、金物の大産地として名を馳せるようになった
のである。
明治 7 年 (1874) の越前打刃物の生産量22)をみると、鎌は第 2 位の新潟を大きく引き離して全国第 1
位、庖丁は第 2位、鉱は第 4 位となっている。大正・昭和初期には、きまぎまな業界内団体の結成、
機械化の導入や海外輸出といった新しい動きも出てきた。
第二次世界大戦後、昭和38年 (1963) に武生市工業試験場が設立、昭和51年 (1976) に池の上町に工業
団地が建設、平成 5 年 (1993) にタケフナイフビレッジ共同工房が操業開始といったように、打刃物業
の発展のための事業が実施きれた。けれども、生産量・事業所数とも、依然として減少傾向が続いて
いることは否めない。平成 5 年 (1993) における全国の総出荷額に占める福井県の割合をみると、打刃
物全体ではわずかに0.5%、主要製品である庖丁でも 3.1%にすぎない23)。
昭和52年 (1977) から平成 5 年 (1993) までの間に、総事業所数は78から 63に減少している判。第 1 図に
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示したように、とりわけ従業員 4 人以上の事業所の60 (昭和54年 (1979) )から 9 (平成 5 年 (1993)) と大
幅に減少している。従業員数 4 人以下の小規模事業所への転換、つまり経営規模の縮小傾向が明確に
表れている。
II. 越前打刃物業の現状
1.事業所の種類と分布
平成 9 年(1997) 10月現在、操業を行っている越前打刃物業者と刃付け業者は、合計49事業所であっ
た。刃付け業者は、無刃の状態の製品に、刃の研ぎ出し作業を施す業者である。ここで挙げた49事業
所の中には、柄の製造業者など関連業者は含まれていない。
軒
武生中心市街地 27 
池の上工業団地
一ー一ーー，.....-土_----ー----. ー--
9ケフナイ7ピレッグ
第 2 図 越前打刃物業の所在地別・業種別事業所数
現在操業中の49事業所の業種別内訳を第 2 図に、また市内における立地分布を第 3 図に示す。庖丁
製造業者が18で最も多く、刃付け業者12、鎌製造業者10がこれに次ぐ。第 3 図をみると、打刃物関連
の事業所が 3 つの地域に集中していることがわかる。すなわち、武生市街地南西部、池の上工業団地、
タケフナイフ ビレ ッジの 3 カ所である。さらに製造品目や業種にも注目して検討してみると、市街地
南西部に集中しているのは、主として鎌製造業者および刃付け業者である。他方、池の上工業団地や
タケフナイフビレッジに多いのは、庖丁製造業者である。そこで、本稿では、打刃物業事業所を、空
間的立地ならびに製造品目・業種によって 4 分類し、それぞれ、
(1) <市街地 ・鎌製造業者>
(2) <市街地・刃付け業者>
(3) <池の上工業団地・庖丁製造業者>
(4) <タケフナイフビレッジ ・庖丁製造業者>
と呼んで区別することにする。これらの生産集団がどのような特徴や傾向をもっているか、聞き取り
調査を通じて明らかにした。この結果については、次章で詳しく述べるが、その前に、生産集団の分
化にも関わっている打刃物の製造工程と生産体制について整理するとともに、最近の動向を示す。
2. 打刃物の製造工程と生産体制
打刃物の製造工程と生産体制には、品目によって独特の特徴がある。
2-1. 鎌
越前鎌は、第 4 図に示したような工程で製造される向。地鉄と鋼を「割り込み」という技法で鍛接す
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第 3 図越前打刃物業者の分布
第 4 図鎌の製造工程と生産体制
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るのが、従来の方法であったが、最近では、鍛接済みの複合材を使用する業者もわずかながら出てき
ている。それは、鍛接に要する労力が大きいことの他、「割り込み」という高度な技術の修得が困難な
ためである。鎌の製造は、全工程手作業でなされる。
鎌の形や種類は、それが使用きれる地方や用途によって、極めて多様である 26)。また、顧客から直
接、製造業者に対して、各人の用途や使用方法に合った鎌が注文されることも多い。こうした多種多
様な製品需要に応えるために、全工程手作業で 1 本づつ鎌を造ってゆくことになる。必然的に、受注
による多品種少量生産となり、 1 事業所あたりの生産量が限られてくる。逆に言えば、越前鎌は、機
械による少品種大量生産にはなじまない面がある。
鎌の生産体制(第 4 図)の最大の特徴は、同ーの鎌鍛冶業者が、原材料の仕入れから鍛造・刃付け
まで一貫して行うことにある。製品の種類は、問屋からの注文に応じて、多種多様で、ある。鎌鍛冶業
者が却問屋に納入するのは、柄付け工程を残すだけの状態の製品である。鎌の柄付けは卸問屋によっ
て行われ、完成した商品として市場に出る。鉱も、鎌とほぼ同様の生産体制をとる。
2-2. 庖丁
庖丁の製造工程は、第 5 図に示されている 2九鎌の場合と異なり、大半の庖丁製造業者が、複合材を
使用している。「割り込み」による鍛接を行うのは、顧客からの注文があったときに限られる。複合材
を使用すると、鍛接に要する労力が軽減でき、製品の仕上がりも比較的美しいという利点がある。し
たがって、入手の不足しがちな小規模業者は、複合材に依存する傾向がある 。
庖丁の生産体制(第 5 図)の最大の特徴は、ほぽ完全な分業体市Ijが採られていることである。すな
わち、原材料の仕入れから鍛造まで(第 5 図中、 1 -18の工程)を鍛造業者が、その後、刃付けまで
(問、 19-21の工程)を刃付け業者が分担する。これは、武生独特の分業体制であり、三条(新潟)
や関(岐阜)では、鍛造から刃付けまでの一貫生産が通常である。
この分業体制にも、問屋主導か鍛冶業者主導かによって、二つのパターンがある(第 5 図) 。 問屋主
導型パターン (A) は、従来から行われていたものであり、鍛冶業者と刃付け業者はともに、問屋の下請
け的な立場にある。これに対し、鍛冶業者主導型パターン (B) は、鍛冶業者による刃付け工程の外部委
託とも解釈でき、近年増加してきている。この場合、加工賃は鍛冶業者から支払われることになる 。
Þ"・ H・H・ e・ e ・- ・・・ 0 ・・ 0・ H・H・..・ e ・ _..・・ I・H・a ・ _..・ ・ ・・・・ーーー・・・・e・・..・ e ・ _ .._.. _ .. .. ._.._.. _ .. _ . ・ 0 ・・ーーー・ 0・・・・ーー・ー・・・.._"
'一-
Aパターン: (1トー+ロトー~(3)
B パターン:①…ーャ②……~.③
第 5 図 庖丁の製造工程と生産体制
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(A) パターンと (B) パターンの違いは、鍛冶業者の独立性・従属性の違いでもある。近年の (B) パタ
ーンの増加は、問屋と鍛冶業者の結びつきが弱まってきていることだけでなく、鍛冶業者の主導権が
強くなってきていることを示している。
2-3. ステンレス庖丁
ステンレス庖丁の製造工程は、扱う原材料の種類および鍛造工程の有無によって 2 つのパターンに
大別きれる。 (A) パターンは、いわゆる「抜き刃物」の製造工程で、薄板状の複合材を使用し、プレス・
熱処理を施す。これに対し、 (B) パターンでは、 6mm材と呼ばれる厚板の複合材を使用して、鍛造・
プレスを施す。
後者の (B) パターンは、製造業を主体とする (B-1) パターンと、刃付け業を主体とする (B-2) パター
ンの業者とに分かれている 。 (B- 1) パターンをとるステンレス庖丁製造業者は、池の上工業団地に多
く、比較的広い作業所を持ち、鍛造から梱包まで一貫して行っている(第 6 図) 0 (B-2) パターンで
は、刃付け業者が、原材料の購入およびプレス・熱処理・刃付けを行い、問屋に製品を納入する。全
工程中、鍛造部分は、刃付け業者から外部の鍛冶業者に委託される。多くの刃付け業者は、市街地内
に所在している。作業所の面積が比較的狭いため、鍛造工程を外部に委託せぎるをえない面もあるよ
うである。業者への聞き取りによると、洋庖丁の場合、刃付けを終えた段階で他府県の産地へ納品き
れることもあるが、和庖丁の柄付けは、武生産地内の問屋で行われ、完成品に仕上げられる。
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第 6 図 ステンレス庖丁の製造工程と生産体制
II. 4 つの生産集団の特性
1. <市街地・鎌鍛冶難者>
武生市柳町や畷町には、鎌鍛冶業者や両刃庖丁製造業者が集まっている。柳町は、かつては「かん
じゃまち J28) と呼ばれており、多くの鍛冶場が軒を連ねていたところである。しかし、事業所の移転・
廃業などにより、現在、市街地に残っているのは、わずかに 17事業所である。ステンレス庖丁製造業
者を除けば、大半の事業所では、従業員 1 -2 人と小規模経営である。市街地内にとどまっている鍛
冶業者には、いまだに職人気質をもった「一人親方」が多い。伝統工芸士の称号を持つ優れた職人が
何人もおり、越前打刃物の継承に力を注いでいる。固定した顧客を長年かかえている職人も多い。顧
客自体の年齢層が高くなり、注文数が減少してきているものの、越前打刃物の品質の高きに対する厚
い信頼に裏付けされた鍛冶業者 顧客関係が確立している。しかしながら、事業主の年齢は60歳代が
最も多く、若年層の職人がいない。後継者育成が急務となっているにもかかわらず、具体的な対策や
成果がみられないのが問題である。
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2. く市街地・刃付け業者>
刃付けとは、庖丁の製造工程の仕上げ部分の作業で、無刃の状態の製品を研磨し、刃の研ぎ出しを
行うものである。武生市内では、池の上工業団地およびタケフナイフビレッジにそれぞれ 2 軒の刃付
け業者が所在するが、残り 7 業者は市街地内に作業場を構えている。刃付け作業は、もともと製造工
程の一部を外部委託するかたちで分業が始まったものである。そのため、連携を保ち分業効率を良く
するうえからも、従来、鍛冶業者と刃付け業者は、近接して立地していた。昭和51年 (1976) の池の上
工業団地の開設を期に、市街地から転出した鍛冶業者も多かったが、大半の刃付け業者は移転しなか
った。刃付け作業では、鍛冶作業ほど大きな騒音を出きないため、刃付け作業場が市街地内部にとど
まることができたとも考えられる。作業場は事業主の自宅と併設されている場合が多く、面積も狭い。
事業主の年齢層は50歳代が多く、高齢化は進行しているものの、鍛冶業者に比べるとやや若い。こ
れは、刃付け作業が重労働であることも一因である。ただし、後継者となるべき若年層の確保につい
ては、ほとんどの事業主が積極的な回答を寄せなかった。重労働であることに加え、塵肺にかかりや
すい問ため、息、子や弟子には事業を継がせたくないという意向を持つ事業主が多かった。また、刃付け
は非常に高度な技術を要し、これを修得するには少なくとも 10年くらい修業期間を要するとされてい
る。このことも後継者問題をより難しくしている。刃付けは、打刃物の仕上げ工程として不可欠の部
分であり、刃付け業者の減少が、越前打刃物全体の衰退を招くおそれもある。
なお、池の上工業団地に移転した 2 軒の刃付け業者は、広い作業所を持ち、従業員も 4 人と比較的
多い。事業主の年齢も 40歳代が多い。他方、タケフナイフビレッジ内の 2 事業所は、いずれも事業主
だけによる小規模経営である。
3. く池の上工業団地・庖丁製造業者>
昭和51年 (1976) に池の上工業団地へ移転した打刃
物関連業者の、前所在地と業種を第 7 図に示してい
る制。刃物業者の集中地区であった柳町・御幸町か
ら、鍛冶業者が多く移転している。密集市街地のな
かでは、作業場の拡大は難しいし、鍛冶業では騒音
問題も深刻で、ある。これらの問題の解消のために、
鍛冶業者を中心に多くの刃物業者が郊外の団地内に
移転したと考えられる。
現在、池の上工業団地内で操業している刃物製造
業者の内訳は、両刃・片刃庖丁が 7 軒、鎌が 2 軒、
ステンレス庖丁が 2 軒である。事業所規模と製造品
目との関係については、従業員 1- 2 人の小規模事
業所では両刃庖丁や鎌を、他方、従業員 7-9 人の
比較的大規模な事業所ではステンレス庖丁・片刃庖
丁を製造しているという違いがみられた。
事業主の年齢層は60歳代が最も多く、高齢化が進
んでいる。しかしながら、比較的規模の大きい事業
所では、従業員の年齢層は20歳代-60歳代と広〈、
若年労働力が確保きれている。
団地内の庖丁製造業者の生産体制の特徴として、
第 II章2-2節で挙げた (A) パターン、すなわち、問屋
主導型での鍛冶一刃付け分業体制を採る事業所が多
いことがあげられる。団地内に移転したことで、経
営規模の拡大が可能であったにもかかわらず、刃付
第 7 図 武生中心市街地から池の上工業団地への
事業所移転
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け工程に関しては問屋依存の傾向が強い。 市街地にとどま った刃付け業者と団地へ移転した鍛冶業者
との距離が遠くなったことで、直接委託が不便になった可能性はある。そのため、分業の仲介を問屋
に依存することになっ たのではないかと考えられる。
4. くタケフナイフピレッジ・庖丁製造業者>
タケフナイフピレッジは、平成 5 年 (1993) 年、設備の共同使用によって資金負担を軽減し、効率的
な経営をはかろうと設立された共同工房である 31)。 この工房には、 2 軒の刃付け業者の他、両刃庖丁製
造業者が 4 軒、片刃庖丁製造業者が 1 軒加入している。池の上工業団地からの移転業者 1 軒を除き、
いずれも武生市街地から移転してきている。製品受注の窓口は、各事業所ならぴにナイフビレ ッジ協
同組合の二つがあり、それぞれで問屋や消費者と対応している 。
加入事業所は、従業員数 1 -2 人のところが大半で、小規模経営であるが、 事業主の年齢層は40歳
代-50歳代が多く、武生の打刃物生産集団の中では最も若いのが特徴である。これは、タケフナイフ
ビレ ッジ協同組合の前身である武生刃物工業研究会を発足させた(昭和48年 (1973) )のが、当時の若
手刃物職人たちであったことと関係している。鍛冶職人は、一方では伝統的な打刃物の継承に携わり
ながら、現代的な感覚に合う新しいデザインと機能を追求する「タケフナイフビレッ ジ」プランドを
創り、従来の越前打刃物の愛好者とは異なった消費者市場を開拓しようと取り組んでいる 。
N. 越前打刃物の製品流通状況
1 .製品・半製品の仕入れ状況
刃付け業者への聞き取りによると、最近では、福井県外の刃物産地の製品・半製品に刃付けを行い、
「越前打刃物」として出荷することも多々行われている。こうした無刃物とよばれる製品は、どこの
刃物産地から仕入れきれるのであろうか。また、なぜ、他産地の製品が必要なのであろうか。
昭和57年 (1982) の資料32)ではあるが、第 8-a 図に、刃物却業者の仕入先を示している。兵庫県の三
木・小野を仕入れ先とする業者が最も多く 29.4% を占め、武生からのそれを上回っている。また、仕
入れ品目についてみると、武生で生産きれていない、はきみグや大工道具はともかく、和庖丁や鎌な
ど越前打刃物の主力製品ですら、他産地から仕入れを行う事業所のほうが多いのが現状である(第 8
- b 図) 。
a.産地別の仕入れ状況(問屋数の比率)
b.品目別の仕入れ状況(問屋数)
他産地 武生
和庖丁
洋庖丁
鎌
農器具
はさみ
大工道具
その他
o 10 20 30軒
注) 出典:福井県中小企業課『越前打刃物産地診断報告書』、 1983年。
第 8 図 武生市内刃物問屋の製品仕入状況
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では、なぜ他産地から製品の仕入れを行うのであろうか。福井県中小企業課 (1983) の調査報告33)によ
れば、「武生産地で生産されていない」という理由が最も多い。また、他に「他産地の製品の方が安価
である」とか「他産地の製品の方が品質がよい」といった理由も挙げられている。そのほか、「武生産
地での生産量が不足している」、「他産地の製品の方が消費者の需要や噌好に合っている」という回答
もあった。これらの指摘は、越前打刃物業の問題点を浮き彫りにしている。
三木・小野(兵庫)、三条(新潟)、堺(大阪)といった刃物産地では、機械化による量産体制の確
立を推進し、価格削減によって製品の競争力を強化する努力を重ねてきた判。また、消費者に好まれる
ステンレス刃物などの新製品を開発することにより、刃物需要を開拓してきた。武生の却問屋では、
越前打刃物からむしろ他産地製品に仕入れの比重を移してきているが、この背景には、地元製造業者
が低廉で、需要の多い刃物製品を十分には供給できていないという現状がある。仕入れの数量や金額の
多寡のみが問題ではないにしても、越前打刃物に対する確固たる需要が継続的に確保きれ、かっそれ
を十分満たし得ていなければ、武生の刃物産地としての存続は困難で、ある。
a .昭和初期の販売地域
長三ヨ推定販売地犠
。! (単位;万円)
_3.∞0壬
~2.000亘く3.000
Eヨ 1.∞伍く2.∞o
k:.:.::l 1∞孟 <1.∞o
。 S
2. 越前打刃物の市場
(単位:軒)
_7話
~3 ;'i;;'i; 6 
ド :::::00 11 話語 2
c.昭和57年 (1982) 頃の
「越前屋J (屋号)
金物業者数
五十制屋」の酎ではないが越前
出身の金物業者の多い
都道府県
o 200km 
~ 
D?
i主)出典:斉Ki嘉造『鎚の響き』
第 9 図 越前鎌の販売地域の変遷
では、越前打刃物の市場はどのように広がっているのであろうか。 現在の製品販路については、取
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扱業者・取扱量が少ないこともあって、販売先に関する資料の入手は困難である。そこで、昭和初期
と昭和32年 (1957) 、および昭和57年 (1982) 頃の全国における販路を推定し、越前打刃物の市場につい
て検討してみる 35)。
まず、昭和初期の越前鎌の販路を示したのが、第 9-a 図である。北陸だけでなく、東北・関東から
北海道まで、また西方では、山陰・四国・九州の一部にまで販路が広がっている。第 9-b 図には、昭
和32年 (1957) の越前打刃物の都道府県別販売額を示している 。 地方別には北陸地方での販売額が最も
多いが、県単位では愛知県が3 ， 000万円以上と最多である 。 北陸・東海地方を中心に、全国に販路が広
がっているが、基本的なパターンは、昭和初期の市場圏とそれほど変わってはいない。当時、武生の
打刃物問屋が製品を直接却していないのは、山口・佐賀・長崎の他、四国 4 県のみであった。
きらに、昭和57年 (1982) 頃の資料をもとに、「越前鎌屋」や「越前屋」の屋号を持つ金物関連企業者
の分布を示している(第 9-c 図)。これらの業者のなかには、越前出身の鎌行商人が販売先の地方に
定住して、店舗・事務所を構えた者が多いときれている。したがって、この分布図は、鎌行商人のか
つての販売軌跡を示すものと解釈できる。福井県をおよび近隣の府県を含む中部・関東・東北を中心
に、全国に販路が広がっていることがわかる。
V. 越前打刃物業のかかえる諸問題と今後の課題
1.越前打刃物撲の諸問題
越前打刃物は、近年、全国の刃物生産量に占める割合が低下してきているだけでなく、地元問屋で
すら他産地製品を取り扱うことが多くなっている。また鍛造・刃付けの技能を有する刃物職人の後継
志望者が極端に不足している。このままでは、刃物産地としての存続自体が危ぶまれる。本節では、
今回の調査を通じて明らかになった越前打刃物業の現状をふまえ、現在最も取り組みを考えなければ
ならない諸問題を整理しておきたい。
①小規模経営
越前打刃物業は、本来的には少人数での家内工業である。これは、第 II 章2-1節で述べたように、鎌
製造業者の場合のように、多様な需要に応じて臨機応変に製品を作ることができる利点もある。一人
親方として、優れた技術で納得のゆく製品を追求できる自由もある。けれども、反面、生産量を大幅
に増加きせることが難しいだけでなく、一人の職人(事業主)が負担する仕事の種類も量も多くなる。
これは、高齢の職人にとっては、年々厳しくなる労働条件である。また、事業規模が小きいため、需
要や景気の変化に左右きれやすく、経営が不安定になりがちである。こうした小規模経営の特質は、
若年の後継者を集まりにくく している一因でもある 。
②後継者不足
前述した小規模経営の不安定きに加え、刃物製造業(鍛冶業・刃付け業)は、重労働であるだけで
なく、技術習得に 10年以上の年月を要する。そのため、打刃物業者の子弟であっても、若い世代には
敬遠されがちな職業となっている。調査結果で示したように、職人や事業王の高齢化は進行している
にもかかわらず、後継者がほとんどいないのが現状である。深刻な後継者不足によって、近い将来、
越前打刃物が消滅してしまうことにもなりかねない。
③関連業者の連携不足
打刃物の製造に関わる鍛冶業者・刃付け業者、製品の販売や流通に携わる卸問屋、業者聞の調整や
協力を推進するべき協同組合、さらに、行政面で支援にあたる武生市・福井県などが、一体となって
越前打刃物の発展に努めなければならないにもかかわらず、十分な取り組みがなされていない。
昭和26年 (1951) に設立された越前打刃物商工協同組合は、製造業者と却商とを構成員としていたが、
両者間での利害は一致しないことが多く、商工分離の意見が高まり、昭和47年(1972)解散に至った問。
その後、同年、越前打刃物工業協同組合が、翌年、武生刃物却商業協同組合が設立きれた。きらに、
池の上工業団地の開設に合わせて、昭和50年 (1975) には福井県刃物工業団地協同組合が、またタケフ
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ナイフピレッジの加入業者によって、平成 3 年 (1991) にタケフナイフビレッジ協同組合が設立きれて
いる。現在、越前打刃物業関連の組合としては、これらの他、越前打刃物仕上組合(大正 8 年 (1919)
設立)がある。もっとも、全業者がいずれかの組合に所属しているわけではない。聞き取りによれば、
組合員・非組合員によって立場や経営に犬きな相違はなく、ある程度の協力関係もある。しかしなが
ら、同業者集団に分裂し、複数の協同組合が並立していることで、産地全体としての団結力が弱まっ
ている面があることは否定できない。
④却問屋への依存度の高き
従来の受注一製造の体制では、鍛冶業者が問屋の下請け的な立場にあり、加工貨の決定権は卸問屋
にあった。また、問屋の方針によって、製品の種類や量が左右されがちであった。近年、鍛冶業者が
主導権をにぎる生産体制をとるケースが増えてきているのは、こうした一方的な力関係への反発でも
ある。
⑤越前打刃物の生産量の不足・競争力の弱き
第N章で述べたように、武生の刃物却問屋による仕入れでは、武生産地の製品よりも他産地の製品
の比重が高まっている。越前打刃物のみでは商品の絶対量が不足しているという事実があるにしても、
他産地製品の仕入れ量の増加は、越前打刃物に対する需要を圧迫することにもつながる 。 他の刃物産
地との競合にうち勝つには、品質・数量・種類・ 価格・デザインなど、いずれかの面で、「越前打刃物」
プランドの独自性や長所がなければならない。
2. 今後の課題
前節で挙げたきまざまな問題を克服してゆくには、少なくとも以下のような課題に取り組んでゆく
必要があると考えられる。
①後継者の育成
後継者を確保するには、( i. )十分で、安定的な収入の保証、( i )快適でー安全な作業環境などの条件が
実現きれなければならない。このためには、武生市や福井県による援助や効果的な施策が要請されよ
う。また、 (iii) 技術習得のための公的教育機関の設置や奨学金制度の設立、 (iv) 刃物職人として創意
が生かせる生産体制の確立なども、人材確保のためには重要な事柄である。(iii) や (iv) に関しては、
刃物業界の諸団体の協力が不可欠であろう。
②共同工房の運営や設備の共同使用などによる経営の効率化
越前打刃物関連の事業所は、小規模な家内工業の性格が強〈、資金力も弱い。より効率的な経営の
ために資金負担を軽減するには、タケフナイフビレッジで行われているような工房や設備などの共同
使用も、一つの試みではないだろうか。むろん、製造品目や分担工程などに関して、事業所問で利害
対立や競合もある。そのため、共同化の推進には、刃物業界の各協同組合が調整役の役割を果たして
いく必要がある。
③商品開発と販路拡大
武生産地では、従来、製品受注ならびに却小売りの両面にわたって、問屋が主導権を握ってきた。
このため、どうしても、刃物製造業者の消費者や市場に対する意識は低かった。入手不足の現状では、
鍛冶業者が販路開拓に直接乗り出すのも難しいが、日頃から消費者の動向に関する情報に敏感になっ
ておく必要はある。これはまた、商品開発に関して、問屋へ提言で、きる力を備えることにもつながる。
一方、卸問屋も、越前打刃物の存続のために、新しい商品陳列の場を開拓する必要がある。たとえ
ば、従来、刃物類を取り扱っていた金物屋や量販店・デパートなどだけでなく、最近急速に増えてき
た付加価値の高い生活用具(台所用品、文具、工具、園芸用品など)を陳列・販売する雑貨屋など
も視野に入れた販路開拓の努力をする必要がある。工芸品としての越前打刃物の品質が認められ、多
少高価格であっても購入きれる可能性のある場(商店)を探し出してゆくのも方策の一つである。
④産地一体となった製造・販売・宣伝の努力
前節で指摘したように、越前打刃物業界の各団体、行政体の連携不足が発展を阻む一因となってい
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る。仕入れ製造 却・小売り 宣伝といった諸部門聞の協力や交流が重要である。とくに新しい市
場の開拓や需要の確保が、今後の産地発展の鍵となると考えられる。そのためには、消費者に対する
選好調査を含むさまざまな市場調査の実施、結果の分析、商品製造や販売方法への反映といった一連
の努力を績み重ねてゆかねばならない。協同組合や行政体は、こうした面での活動を推進してゆく必
要がある。
VI. おわりに
武生産地内には、明確な空間的分離を示す 4 つの刃物生産集団が存在する。今回の越前打刃物業の
実態調査から、これらの集団は、経営方針、生産品目、分担する工程などの相違に応じて分化したも
のであることが明らかになった。これらは、それぞれ次のような特性を持つ集団と総括することがで
きる:
(1) <市街地・鎌鍛冶業者>:鎌は種類や用途がきわめて多様なため、鍛冶業者は、多品種少量生産を
行わざるを得ない。したがって、一人親方による臨機応変な製造体制が適しており、作業場を拡大す
る必要性も小きい。そのため、市街地にとどまり、手仕事の伝統在来工芸を継承している。高度な技
術を持つ伝統工芸士が多いが、最も高年齢層の職人集団でもある。
(2) <市街地・刃付け業者>:刃付け業者は、製造業者や問屋からの発注に応じて、仕事を請負う仕組
みとなっているため、経営面での独立性が低い。大きな騒音問題を引き起こす工程をとらないので、
作業場の郊外移転や拡大の必要がなく、市街地にとどまる。重労働で、塵肺の擢患率も高い作業であ
る。
(3) <池の上工業団地・庖丁製造業者>:ある程度の大量生産をめぎす庖丁業者は、工業団地の設立を
きっかけに、団地内に移転し、事業の拡大に努めてきた。主要製品はステンレス庖丁である。
(4) <タケフナイフ ビレ ッジ・庖丁製造業者>:共同工房を設立し、工房や設備を共同使用することに
よって、資金負担の軽減と経営の効率化を図っている若手の職人集団である。職人は、伝統的な打刃
物の製造に取り組みながらも、他方では、現代的な越前打刃物の創造に力を注いでいる。
それぞれの生産活動を詳細に検討したところ、越前打刃物業の今後の発展には、少なくとも 3 つの
方向性があると考えられた。すなわち、
(a)伝統工芸品としての「越前打刃物」ブランドの継承
(b) 機械による量産体制に基づいた、より廉価で‘大衆的な「越前刃物」への転換
(c) 現代生活と消費者の噌好にあったデザインの生活用具としての「タケフナイフビレッジ」プランド
の拡大である。
4 つの生産集団の目指す方向性は、必ずしも同一で、はない。そのことにより、将来、「越前打刃物」
のイメージが多面的になってゆく可能性もある。しかし、 700年余の伝統を持つ越前打刃物業が、今後
どのように展開してゆくにしろ、時代の変化に対応しつつ、存続していけるよう、産地一体となって
努力 していくことが大切なのではないだろうか。そのためにも、後継者となる若手職人の育成は、 最
も急を要する課題である。
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